


株式会社クレスコ
Company File

　
ク
レ
ス
コ
は
ラ
テ
ン
語
で「
成
長
す
る
」

と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
１
９
８
８
年

の
創
業
以
来
「
最
高
の
技
術
と
品
質
を
発

揮
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
」
と
し
て
、
社
名
の
通

り
着
実
に
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。

３
つ
の
コ
ア
技
術
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
、
組
み

込
み
シ
ス
テ
ム
開
発
）
で
企
画
～
開
発
・

保
守
を
行
う
「
I
T
サ
ー
ビ
ス
」。
先
端

技
術
を
基
に
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」。
こ

の
２
つ
の
軸
で
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、

売
上
高
は
直
近
10
年
間
で
３
倍
、
社
員
数

は
２
倍
に
成
長
（
従
業
員
数
は
１
３
６
９

名
。
２
０
２
２
年
４
月
１
日
現
在
）。
独

立
系
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
幅
広
い
事
業
領
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　
社
内
は
フ
ラ
ン
ク
で
風
通
し
が
良
く
、

１
人
ひ
と
り
が
成
長
を
楽
し
め
る
社
風
で

す
。
健
康
経
営
、
働
き
方
改
革
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
人
財
育
成
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
公
私
共
に
充
実
し
た
「
ク

レ
ス
コ
ラ
イ
フ
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

株式会社クレスコってこんな会社！

クレスコグループは最高のテクノロジーと絆で

“わくわくする未来”を創造します

クレスコグループは最高のテクノロジーと絆で

“わくわくする未来”を創造します



クレスコの健康経営が目指す
未来のビジョンとは？

「
会
社
が
成
長
し
続
け
る
に
は
、
実
績
や

数
字
だ
け
で
な
く
、
１
人
ひ
と
り
の
社
員

を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
心
が
け
て
き

た
そ
う
で
す
。

「
社
員
の
誰
も
が
、
元
気
に
前
向
き
に
明

る
く
成
長
し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
若
い
頃
を
振

り
返
る
と
反
省
す
る
点
も
多
い
で
す
。
残

業
は
当
た
り
前
、
上
司
と
苦
労
を
共
に
し
、

そ
の
慰
労
を
兼
ね
た
、
過
度
に
頻
繁
な
お

酒
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
喫
煙

も
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歳
を
重
ね
て

い
く
。
多
様
性
と
変
化
を
見
ず
に
、
１
人

ひ
と
り
の
人
間
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
昔
も
今
も
、
部
長
ク
ラ
ス
以
上
は
、

開
発
現
場
に
足
を
運
ん
で
社
員
を
見
る
の

が
ク
レ
ス
コ
の
基
本
で
す
。
1
つ
変
わ
っ

た
の
は
、
元
気
や
明
る
さ
の
基
本
に
は
健

康
が
必
要
だ
と
い
う
視
点
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
起
点
に
働
き

方
改
革
を
全
社
的
に
進
め
て
い
ま
す
」

　
ク
レ
ス
コ
で
は
、
開
発
の
た
め
に
顧
客

の
会
社
内
で
勤
務
す
る
社
員
、
テ
レ
ワ
ー

「『
人
間
中
心
』
は
、
ク
レ
ス
コ
創
業
時

か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
で
す
」

　
そ
う
語
る
冨
永
社
長
が
見
つ
め
る
先
に

は
、経
営
理
念
で
あ
る
「
ク
レ
ス
コ
憲
章
」

の
額
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
レ
ス
コ
憲
章
に

は
5
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

・ 

ク
レ
ス
コ
は

人
間
中
心
、
実
力
本
位
の
会
社
で
あ
る

・ 

ク
レ
ス
コ
は

自
由
、
若
さ
、
夢
を
も
つ
会
社
で
あ
る

・ 

ク
レ
ス
コ
は

最
高
の
技
術
を
発
揮
す
る
会
社
で
あ
る

・ 

ク
レ
ス
コ
は

皆
が
経
営
す
る
会
社
で
あ
る

・ 
ク
レ
ス
コ
は

世
界
で
生
き
る
会
社
で
あ
る

　
冨
永
社
長
自
身
も
入
社
以
来
、「
人
間

中
心
」
の
社
風
を
先
輩
社
員
の
親
し
み
や

す
さ
か
ら
感
じ
、
自
由
と
責
任
感
の
大
切

さ
を
自
覚
し
な
が
ら
仕
事
に
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。
経
営
層
に
加
わ
っ
て
か
ら
も

代表取締役 社長執行役員

冨永 宏さん

社員の声を取り入れた
明るく元気な

健康経営に挑みます

『
人
間
中
心
』
の
伝
統
に

健
康
経
営
を
プ
ラ
ス
し
て
進
化

社長インタビュー



ク
を
す
る
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
が
あ

り
、
社
員
数
も
年
々
増
加
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

目
線
で
社
員
を
見
守
る
こ
と
を
文
化
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
制
度
化
し
て
仕
組
み
と
し
て
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
入
社
し
た
新
入
社
員
に
と

っ
て
は
、
リ
モ
ー
ト
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
周
囲

に
相
談
す
る
、
誰
か
に
頼
る
、
会
社
が
ケ
ア
し

て
く
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
。
上
の
立
場
の
者
か
ら
声
を
か
け
て
い
こ

う
。
そ
う
い
う
話
を
会
議
で
は
欠
か
さ
ず
確
認

し
合
っ
て
い
ま
す
」

　
ク
レ
ス
コ
で
は
、
会
社
の
成
長
と
社
員
の
増

加
、
国
内
拠
点
の
増
加
、
働
き
方
の
多
様
化
に

合
わ
せ
、
部
署
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強

化
や
、
幹
部
同
士
の
「
横
串
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
活
性
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
担
当
部
署
の
課
題
を
相
談
し
合
っ
て
、

他
部
署
の
成
功
事
例
を
す
ぐ
に
取
り
入
れ
た
り
、

社
員
の
誰
か
が
今
と
は
異
な
る
働
き
方
や
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望
し
た
際
、
チ
ー
ム
を
越

え
た
情
報
共
有
で
全
社
的
な
解
決
や
支
援
を
可

能
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
垣
根
を
越
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
個
々
の
社
員
間
で
も

活
性
化
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
以
前
か
ら
、
社
内
で
の
勉
強
会
を
推
奨
し
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
若
い
社
員
の
活
動
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
入
社
２
年
目
く
ら
い

か
ら
手
を
挙
げ
、
社
内
に
呼
び
か
け
、
自
ら
学

ぶ
社
員
の
姿
を
見
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
社

歴
も
年
齢
も
関
係
な
く
互
い
に
学
び
合
う
。
ク

レ
ス
コ
の
伝
統
が
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
」

　
伝
統
的
気
質
を
伴
っ
た
風
通
し
の
良
さ
。
新

た
な
環
境
で
も
工
夫
さ
れ
進
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
し
て
、
社
員
を
見
守
る
視
点

と
し
て
の
「
健
康
」
重
視
の
取
り
組
み
が
、
相

乗
効
果
と
な
っ
て
社
内
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま

す
。

「
仕
事
同
様
、
健
康
に
も
前
向
き
で
あ
る
べ
き

で
す
。
全
社
で
開
催
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

クレスコの健康経営が目指す
未来のビジョンとは？

続き

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
私
も
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
1
位
を
狙
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
他
の

参
加
社
員
の
熱
意
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）。
思
っ
た
以
上
に
、
社
員
1
人
ひ
と
り
が

健
康
に
関
す
る
会
社
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
く

れ
ま
す
。嬉
し
い
想
定
外
で
す
が
、『
人
間
中
心
』

を
双
方
向
で
実
感
し
て
い
ま
す
」

　
義
務
で
は
な
く
、誰
も
が
「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
思
う
健
康
へ
の
取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
も

ク
レ
ス
コ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

横
串
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

頼
れ
る
会
社
を
つ
く
る

会
社
と
社
員
が
支
え
あ
う

健
康
経
営
の
実
践



隔月で社員に向けた健康コラムを発
信しています。題材は睡眠、飲酒、
健診、女性の健康などさまざま。朝
食を摂る機会が少ない社員向けに、
簡単に朝食が摂れるコンビニ食品な
ども紹介しています。また、毎月
22日を「禁煙デー」とし、禁煙に
成功した社員の声を公開しています。
コラムを通じてヘルスリテラシーが
向上し、禁煙率が前年より改善する
など効果が出ています。

在宅勤務でも体を動かす機会となるよ
う2021年から開催。春と秋の社内恒
例行事として実施しています。個人戦
とチーム戦があり、個人戦では対象期
間のうち1日8000歩を15日以上達成
するとドリンク券をゲットできます。
チーム戦は1チーム4～ 8名で参加し、
メンバーの平均歩数を競います。「体
を動かすことをみんなで楽しむイベン
ト」という面でも、「社員同士のコミュ
ニケーション活性化」という面でも好
評です。

食生活改善・保健師コラム

ウォーキングイベント

人気の高い
健康経営施策を紹介！

健康増進手当
「健康に良い行動を後押しする」ことを目的と
した制度です。1年間で4つの必須要件（定期
健診の受診、ストレスチェック受検、非喫煙な
ど）を満たし、さらに4つの任意項目（有休取
得日数、スマホアプリによる歩数計測など）の
うち2つを満たすと手当が支給されます。500
名以上の社員から「導入前と比べ健康への意識
が高まった」と反響がありました。今後も要件
を見直しながら、さらなる浸透を目指します。

保
健
師

保
健
師

樋
口
樋
口  

由
季
由
季
さ
ん
さ
ん



コロナ禍以前から進めてきた
仕事と人生を充実させる働き方改革

　「技術者が働きやすい会社に」という創
業時の想いから生まれた「人を大切にする」
クレスコの文化は、さまざまな制度を生み、
働き方を変革し続けています。
　1日あたりの所定労働時間を8時間から7
時間30分に変更、毎月第3水曜日は定時退
社を必須化し、他の水曜日も定時退社を推

奨。他にも休日と祝日に挟まれた平日の連
続休暇取得促進や勤務間インターバル（休
息時間）設定など、仕事以外の時間創出を
促進しています。家族や友人と過ごしたり、
自己研鑽や趣味に充てるプライベートの時
間が充実することで、仕事への相乗効果が
期待されています。

残 業 削 減・有 休 取 得 促 進2

テレワーク（ 在 宅 勤 務 、シェアオフィス勤 務 、 モバ イル 勤 務 ）1

　テレワーク勤務制度の目的は、家庭と仕
事の両立、業務の効率化や時間の有効活用、
災害や感染症流行時の業務継続。社員は3
つの勤務形態（在宅勤務、シェアオフィス
勤務、モバイル勤務）を上司と話し合いな
がら選択できます。多様で柔軟な働き方を
積極的に推進し、生産性の向上とワークラ
イフバランスの実現を図っています。
　在宅勤務率は約6割（週1回以上の在宅

勤務者は約９割）。在宅勤務中心の社員に
は在宅勤務手当を、出社中心の社員には通
勤手当とは別に通勤者支援手当を支給して
います。出社とテレワークを業務と自分に
合った組み合わせで選択できるため、通勤
利便性や就業満足度が向上したという声も
多く、育児や介護をする社員も通勤時間が
なくなることで、仕事との両立がしやすく
なりました。

平均残業時間

2015年度 2021年度

5.9時間 減



多様な社員の活躍推進と
ワークライフバランス

　クレスコでは、「人間中心」という企業
理念と、「子どもは世界の宝」という考え
から、育児に関する法律を上回る制度を導
入。人事部の横溝さんは「妊娠・出産・育
児は大きなライフイベント。そのような状
況でも仕事と両立しながらイキイキと働く
ことができる職場を目指しています」と言
います。
　妊娠期の女性社員は、つわりなどで体調
が思わしくない場合や母子健診を受ける際
に休暇を取得できます。通勤による負担を
軽減するための新幹線やグリーン車の利用
も認められています。
　「在宅勤務を行うことで育児に充てる時
間も確保でき、仕事と育児を両立しやすく
なったという声を多くの子育て世代の社員
からいただいています」
　育児休業は子どもが3歳になるまでを取
得可能期間とし、復帰後の短時間勤務は子
どもが小学校6年生まで可能と、安心して

子育てに向き合える環境を整えました。実
際に3年間の育児休業を取得する社員は男
女ともに着実に増加。年に一度、育児休業
中の社員と育児休業後の社員を交えた懇談
会を実施。育児休業の先輩と交流すること
で育児の悩みや疑問を解決し、育児休業期
間が長くなっても会社や仕事との心理的な
距離が開かない工夫をしています。
　男性の育児休業の取得率向上も重要なテ
ーマとしているクレスコでは、配偶者の妊
娠を届け出る際に併せて育児休業の取得意
向を上司に申し出る仕組みを導入しました。
以来、育児休業を計画的に取得する男性社
員が増加。
　「男性社員の育児休業取得率（育児目的
休暇も含む）は近年50～ 60%台で推移
しています。今後も育児休業を取得したい
男性社員が100%取得できる職場を目指し、
さらに制度や環境整備に取り組んでいきま
す」

仕事と育児の両立支援

「お互いさま」 で
支えあう会社で
ありたいですね

人事部 キャリアサポートチーム

横溝 真生さん

育児休業の取得率

△取得率女性　□取得率男性
■出産数女性　■出

（配偶者）
産数男性　■取得数女性　■取得数男性

5月末時点
100.0% 100.0% 100.0% 70.0% 100.0%

7.5%
20.5% 18.4%

25.8% 36.7%

2018 2022202120202019

14
人

8
人

38
人

7
人
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人

8
人

30
人

11
人
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人

40
人 39

人

11
人

11
人

9
人

9
人

10
人

7
人

12
人

12
人

3
人

「お互いさま」 で
支えあう会社で
ありたいですね

人事部 キャリアサポートチーム

横溝 真生さん



健康経営がベースに
あってこその人財育成

　クレスコでは自己の実力を最大限に発揮
するために「資質」「人間力」「技術力」「仕
事力」の4つが重要であると考えています。
もとから各人に備わっている「資質」（個
性や才能）を土台として、「人間力」（上司
や部下、同僚、顧客などさまざまな人とつ
ながって発見・変化する行動特性や態度）
と「技術力」（業務遂行のために必要な業
界職種ごとに特化したスキル・知識・経験）
を磨くことで、これらの力を成果に結びつ
ける「仕事力」を高める。「この4つが高
い状態であるほど、より大きな成果を生み
出すことができる」と人事部の渡邉さんは
言います。

　「システムやサービスは人の手によって
創り出されるものであり、会社の最大の資
産は『人財』です。市場で活躍するITプロ
フェッショナルとなるための人財育成に全
社を挙げて取り組んでいます」

クレスコの人財育成の考え方1

　最高の技術を発揮するための社員の育成
に力を入れているクレスコでは、中でも入
社1～3年目の若手社員の育成、特にキャ
リア形成支援に注力しています。
　新入社員が集合研修を経て配属された後
は、キャリアサポートチームが定期面談を
行います。それぞれのキャリア観に耳を傾
け、ビジョンを描く支援やその実現を後押
しするほか、定期的なワークショップやロ
ーテーションを実施しています。
　ローテーションは「なりたい自分」を見
つけた時に一定の条件を満たせば部署異動
できる仕組み。自身の適性ややりがいを体

感しながら将来像を固められるメリットが
あり、全社員が利用可能です。
　キャリアサポートチームの他にも、OJT
を担当する先輩社員、相談役のお兄さん・
お姉さんのような役割のメンター、配属先
部署長が一丸となって、若手社員の成長を
サポートしています。

若手社員の育成2

仕事力
「技術力」「人間力」
を活用し、結果を出
す力

技術力

業務を遂行するため
に必要な、業界職
種毎に特化したスキ
ル・知識・経験

人間力 成果を生み出すため
に有効な人間的能力

資質
もともと持って生まれ
た才能や強み

仕事力

技
術
力

人
間
力

資質

　クレスコでは自己の実力を最大限に発揮
するために「資質」「人間力」「技術力」「仕
事力」の4つが重要であると考えています。
もとから各人に備わっている「資質」（個
性や才能）を土台として、「人間力」（上司
や部下、同僚、顧客などさまざまな人とつ
ながって発見・変化する行動特性や態度）
と「技術力」（業務遂行のために必要な業界・
職種ごとに特化したスキル・知識・経験）
を磨くことで、これらの力を成果に結びつ
ける「仕事力」を高めます。「この4つが
高い状態であるほど、より大きな成果を生
み出すことができる」と人事部の渡邉瑞穂
さんは言います。

　「システムやサービスは人の手によって
創り出されるものであり、会社の最大の資
産は『人財』です。市場で活躍するITプロ
フェッショナルとなるための人財育成に全
社を挙げて取り組んでいます」



積極的にスキルを磨ける環境が、
ここにはある

社員インタビュー

デジタルソリューション推進室

松下 龍之介さん

大学時代は学生ゴルフの大会
で全国出場を果たす。「体育
会系で文系の自分」がITの世
界に踏み出せたのは、人財育
成に力を入れるクレスコだか
らこそ。

実は、就活時には
「IT」が何の略かも
知りませんでした

　
松
下
龍
之
介
さ
ん
は
入
社
６
年
目
。
就
職

活
動
で
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
介
し
て
働
く
営
業
職
を
希
望
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
会
社
を
訪
問
し
た
そ
う
で
す
。
規
模
や

業
態
に
関
係
な
く
「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
」
が
会
社

説
明
会
で
話
題
に
な
る
の
を
見
て
、「
Ｉ
Ｔ

に
関
わ
る
営
業
職
こ
そ
将
来
性
が
あ
る
」
と

実
感
。
数
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
中
で
も
ク
レ
ス

コ
を
選
ん
だ
の
は
人
財
育
成
に
対
す
る
企
業

姿
勢
で
し
た
。

　「
理
系
出
身
で
な
く
て
も
基
礎
的
な
Ｉ
Ｔ

技
術
か
ら
学
び
、
入
社
後
3
年
か
け
て
開
発

現
場
で
適
性
を
確
認
し
な
が
ら
、
活
躍
の
場

を
整
え
て
い
く
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学

で
は
商
学
の
分
野
で
主
に
物
流
の
勉
強
を
し

て
き
た
た
め
Ｉ
Ｔ
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
こ

の
会
社
な
ら
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
け
る
と

思
っ
た
ん
で
す
」

　
松
下
さ
ん
は
、
業
務
を
遂
行
し
な
が
ら
学

び
を
深
め
て
い
く
中
で
、
I
T
を
用
い
た
ツ

ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
便
利
さ
を
体
感
し
た
と

言
い
ま
す
。

　「
シ
ス
テ
ム
で
作
業
が
自
動
化
さ
れ
て
い

る
様
子
を
見
て
、
最
初
は
単
純
に
、
こ
れ
カ

ッ
コ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
知

識
が
深
ま
る
と
と
も
に
『
こ
の
便
利
さ
を
困

っ
て
い
る
人
に
伝
え
た
い
』『
そ
の
た
め
の

知
識
を
得
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
ク
レ
ス
コ
で
は
、
思
い
を
語
れ

ば
、
先
輩
や
上
司
、
他
部
署
の
専
門
家
が
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
す
。
知
ら
な
い
な
ら

学
ぶ
。
そ
ん
な
前
向
き
な
姿
勢
で
い
れ
ば
後

押
し
し
て
く
れ
る
社
風
で
す
。
会
社
も
年
間

40
時
間
以
上
の
勉
強
時
間
を
作
る
よ
う
推
奨

し
て
い
ま
す
」

　
現
在
は
、
営
業
職
と
技
術
職
を
兼
務
す
る

立
場
で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
、
開

発
チ
ー
ム
と
連
携
。
同
時
に
、
担
当
す
る
ツ

ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
や
講
師
も
務
め
て
い
ま
す
。

　「
こ
の
製
品
に
は
こ
ん
な
機
能
も
あ
る
。

御
社
の
こ
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
。
私
の
説

明
を
聞
き
、
理
解
し
て
く
れ
た
お
客
様
が
、

ハ
ッ
と
表
情
を
明
る
く
し
た
瞬
間
に
、
私
は

ク
レ
ス
コ
で
人
の
役
に
立
て
る
人
財
に
な
れ

た
。
そ
う
実
感
し
ま
す
」

「
知
り
た
い
」
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

「
な
り
た
い
自
分
」
に
ゴ
ー
ル
で
き
る
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働く環境はこんなところ！

「もっと少人数の会議室を！」という
社員の声が実現したヨクスルという仕組み

　「ヨクスル」は、企業理念の1つである「皆
が経営する会社」を体現する場です。会社、
社員、家族、顧客を「ヨクスル」ために、
社員が年齢、役職問わず気楽にまじめな提
案ができます。「オンライン会議用の少人

数スペースを増やして欲しい」という意見
には多くの賛同があり、事務局で会議室利
用データを分析。利便性や費用の検討を経
てレイアウトが見直され、実現に至りまし
た。

　2022年にリニューアルされたオフィスの
コンセプトは、「コミュニケーション促進と
集中力向上の両方の実現」。働き方の多様化
が進む中、出社の目的やオフィスに求められ
る在り方を検討しました。「カジュアルミー
ティングエリア」「ダイニングエリア」など
多様な空間を配置し、回遊動線を工夫するこ
とで社員の交流やアイデア創出を促します。
一方で、会話禁止の「ハイフォーカスエリア」
を設け、什器には業務用ゲーミングチェアを
採用。集中力向上を図り、生産性向上を実現
しています。

品川本社25階オフィス

Web会議
ブース

ブース
エリア

　2022年にリニューアルされたオフィスの
コンセプトは、「コミュニケーション促進と
集中力向上の両方の実現」。働き方の多様化
が進む中、出社の目的やオフィスに求められ
る在り方を検討しました。「カジュアルミー
ティングエリア」「ダイニングエリア」など
多様な空間を配置し、回遊動線を工夫するこ
とで社員の交流やアイデア創出を促します。
一方で、会話禁止の「ハイフォーカスエリア」
を設け、什器には業務用ゲーミングチェアを
採用。集中力向上を図り、生産性向上を実現
しています。

品川本社25階オフィス



これまでの努力・挑戦・情熱に
価値を見いだす「ユニーク採用」

「『
第
16
期
朝
日
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
名
人
戦
』

で
当
社
社
員
が
３
連
覇
を
達
成
」

　
ク
レ
ス
コ
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の「
ニ
ュ
ー
ス
」

に
掲
載
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
、
同
社
の
大
関

稔
さ
ん
の
健
闘
を
讃
え
る
も
の
で
し
た
。
入

社
は
２
０
１
９
年
。
ク
レ
ス
コ
が
設
け
て
い

る
「
ユ
ニ
ー
ク
採
用
枠
」
で
社
員
と
な
り
ま

し
た
。
か
つ
て
プ
ロ
棋
士
を
目
指
し
て
い
た

大
関
さ
ん
は
、
大
学
生
の
大
会
で
も
優
勝
９

回
。
一
般
の
全
国
大
会
で
も
２
回
の
優
勝
を

果
た
し
、
面
接
時
に
は
そ
の
実
績
を
プ
レ
ゼ

ン
し
た
そ
う
で
す
。

「
も
と
も
と
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
興
味

が
あ
っ
て
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
一

方
で
、
囲
碁
へ
の
取
り
組
み
も
自
分
の
人
生

の
た
め
に
続
け
た
い
。
ま
さ
に
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
て
い
る
と
き
に
、
ク

レ
ス
コ
の
ユ
ニ
ー
ク
採
用
枠
を
知
り
応
募
し

ま
し
た
」

　
大
関
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
顧
客
の
課

題
を
、
囲
碁
で
培
っ
た
戦
略
的
思
考
で
解
決

す
る
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
と
言
い

ま
す
。

「
現
在
は
、
自
動
車
関
連
の
組
み
込
み
シ
ス

テ
ム
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
囲

碁
と
仕
事
が
結
び
つ
く
段
階
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
囲
碁
へ
の
取
り
組
み
が
継
続
で
き
る

環
境
を
会
社
も
支
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
と

て
も
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
」

　
囲
碁
の
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
大
関
さ

ん
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
で
す
。
し

か
し
、
会
社
は
「
オ
フ
は
ご
自
由
に
」
と
い

う
姿
勢
で
は
な
く
、
大
会
日
程
が
わ
か
る
と

応
援
の
声
と
と
も
に
「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
よ

う
か
」
と
勤
務
に
問
題
は
な
い
か
ま
で
一
緒

に
考
え
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
し
か
も
、
結
果
を
出
せ
ば
会
社
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
に
自
社
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
掲
載
し

て
く
れ
ま
す
。
他
部
署
の
社
員
も
私
の
名
前

を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
仕
事
も
し
や

す
い
ん
で
す
」

　
す
ご
い
人
が
い
る
。
自
分
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
よ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
大

関
さ
ん
の
存
在
は
社
内
に
刺
激
を
与
え
て
い

ま
す
。

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

両
方
を
応
援
し
て
く
れ
る
会
社

第一エンベデッドソリューション
事業部 第一部

大関 稔さん

プロ棋士を目指す年齢制限は
22歳。20歳で進路を変え、大
学へ進学。ユニーク採用の面
接では、そうした実績と新た
な選択や挑戦への意欲も囲碁
を続ける意義として話した。

「囲碁を
続けたい」という

自分の思いを他人事とせず、
「がんばれ」「じゃあどうしようか」

と一緒に考え、 結果を一緒に
喜んでくれる会社だから、 もっと

多くの人がユニーク採用に
チャレンジしてほしい。
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「囲碁を
続けたい」という

自分の思いを他人事とせず、
「がんばれ」「じゃあどうしようか」

と一緒に考え、 結果を一緒に
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